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【お問い合わせ】 弁護士法人青森リーガルサービス 代表社員弁護士：木村哲也 
電話番号 ０１２０－１４６－１１１ 受付時間：午前９時～午後５時    青森県弁護士会所属 

青森支店【青森シティ法律事務所】        八戸本店【八戸シティ法律事務所】 
〒030-082２ 青森市中央１丁目１番２９号 青森日商連中央ビル２階 〒031-0042 八戸市十三日町１ ヴィアノヴァ６階 

当事務所では、お付き合いいただいている皆様に向けて、法律関

連のニュースや当事務所の近況などを、定期的にニュースレターとし

てお送りさせていただいております。当事務所の近況やご挨拶のほ

か、少しでもお役に立てる情報をお届けできればと思っております。 
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被相続人が亡くなったときに、その相続人の中に認知症の人がいる、というケースが

しばしば見られます。今回のニュースレターでは、遺産分割において、認知症の相続人

がいる場合の対応について、ご説明いたします。 

 

１ そのままでは遺産分割を成立させることができない 

    遺産分割は、相続人全員で合意しなければ成立させることができません。そして、

合意をする前提として各相続人に判断能力があることが必要とされます。そのため、

認知症により判断能力が失われた相続人がいる場合、そのままでは遺産分割を成立さ

せることができません。このような場合の解決方法を以下でご説明いたします。 

 

  ２ 成年後見人の選任申立て 

    認知症の相続人がいる場合でも、成年後見制度を利用することにより、遺産分割を

進めることが可能となります。成年後見制度とは、家庭裁判所に成年後見人の選任の

申立てをすることにより、判断能力が失われた人に代わって成年後見人が財産管理や

身上監護を行う制度のことを言います。成年後見人は親族などが選任されることが多

いですが、遺産分割などの法的な手続が必要となる場合には弁護士などの専門職が選

任されるのが通常です。成年後見人の選任後は、成年後見人を交えて遺産分割の話し

合いを進めます。なお、成年後見人は、遺産分割の終了後も、その相続人が亡くなる

まで、財産管理や身上監護を行うこととなります。 

 

３ 特別代理人の選任申立て 

    遺産分割調停では、認知症の相続人について、特別代理人の選任を申し立てること

ができます。特別代理人は、認知症の相続人の代理人として、遺産分割調停の手続に

対応することとなります。特別代理人は、その遺産分割調停の手続においてのみ、そ

の相続人の代理人となります。遺産分割が完了すれば任務完了となり、その後の財産

管理や身上監護を行うものではありません。遺産分割を進めることだけが目的であれ

ば、遺産分割調停と特別代理人選任の申立てを行うことが迅速な解決に繋がることも

多いでしょう。 

 

  ４ 弁護士にご相談ください 

    当事務所では、遺産相続に関するご相談・ご依頼を多数お受けしており、解決実績

も豊富にございます。相続問題についてお困りの方はお気軽にご相談ください。 

認知症の相続人がいる場合の遺産分割 


